






その他のタイトル Analysis of Japanese Sentence Comprehension





















































































































































































































































































120 山 元 啓 史
はカタカナが多いが，「マイクロエレクトロニクス」の一語のみであった。
TABLE4 課題文のデータ：（）の中は％






























































































































































































全体合計 348 112（35．9）84 150（48．1）34 （10．9）16 （5．1）
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計 92 000 04 941
TAB工」E9センテンス毎の質問のカテゴリー別集計（回）


























































































山 元 啓 史
TAB王JEllSPOT得点で分けた質問のカテゴリ別集
計（回）

















































































係受 述主 文節 助詞 否定 語順 並列
意 味 読 み






































































































































































































































































































































































































































































140 山 元 啓 史
TABIJEl予備調査で得られた困難点の上位カテゴリ



















































































山 元 啓 史
情報を
得る
情報を
与える
質問に隋え、
あちかじめ準備する
読む∴－争わからない－ヰ 聞く わかる→利用する
続ける
○言語のやりとり
□読み手の行動
Fi耶relデータ収集のモデル（調査モデル：こ
こで収集される情報には，質問，エ
ラー，読み方の報告などが含まれる。
また同時に調査者が見た読み手の行動
の記述も収集される）
集計作業
集計はカテゴリを中心にいくつかの場合分けをおこない，それにしたがって
行う。例えば，文法の学力の高低が質問カテゴリのバラツキに関係があるかど
うか調べたいときには，並行テスト得点の上位群，下位群に分けた上で，被験
者間のカテゴリ集計を行う。例えば，専門的文章（A），一般的文章（8）のように，
文の特徴として2つのバリエーションを設けて調査した場合には，被験者内の
カテゴリ集計を行う。データはすべて名義尺度となるので，X2分析を行う。
カテゴリ間のどこに有意な差があるかをさらに分析したい場合には，残差分析
をおこなう。
注意事項
1．課題の適切性：今勉強しているテキストから出題し，背景知識を急激に
要求するものは避ける。できるだけ文は独立の物とするが，スキーマの急
激な変化を要求しないものを選ぶ。
課題に熱中できるようなものを選び，無意識・自動化を促すことが期待で
きるものを積極的に選ぶことが重要。
課題文や課題の難しさと被験者の能力のバランスに留意し，アドミッショ
ンテスト，プレースメントテストなど，客観的なテストを実施し，それに
よって得られた情報によって適切だと判断できる教材や文章を課題文とす
即時問答方式による日本語文章理解過程の分析 143
るのがよい。
2．レベル：この調査方法に不適切な被験者は完全に読めてしまう被験者と
文字の全然読めない被験者である。特に語彙についてのチェックは重要で，
全然語彙のわからない被験者は不適切である。
